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@ 復刻 シリ ー ズ @ 


3 月 号 で は , た また だ た ま 氏 家 , 竹森 の 両氏 が ウ 
ィ リ アム ソン 型 ア ンプ の 製作 に 取組 まれ , その 
特徴 や 問題 点 に 触れ られ て いま す . 

その 記事 に も あり ます よう に , D.T.N. ウ ィ 
リア ム ソ ン に よる 「Design for a High_-Qual- 
ity Amplifier」 と 題する 原論 文 は 英 「『Wireless 
Worldl 誌 1947 年 4, 5 月 号 の 2 回 に わた っ 
て 発表 きれ , 大 き な 反 響 を 呼び ま し た . 

さら に その 2 年 後 . ウィ リア ム ソ ン は 同じ く 
「Wdreless Worldl 誌 の 1949 年 8 月 号 と 11 
月 号 に 「High-Quality Amplifier: New 
Version Part 1] と 「……Part 2] を 発表 し て 
いま す . 

何しろ 半 世 紀 以 上 も 前 の こと . “ウィ リア ム 


ソン "の 名 前 は 知っ て いて も , 原論 文 が どん な 
も の で あっ た か 知る 人 は ほとん どい な いと 思 
われ る の で , この 機会 に 北野 進 氏 の 翻訳 に よる 
1950 年 3 月 号 の 本 誌 の 記事 を “復刻 シリ ー ズ " 
と し て 取 ひ り 生 げ る や に し まし た 。 

な お 当時 は コピ ー 機 な ど と いっ た 便利 な も 
の が な か っ た こと も あっ て , 本 誌 も 含め て , す 
べ て 回 路 図 は 書き 直さ れ た も の で , その 正確 さ 
に 9 が し を じ ま せ ん を で WS と と で 改め て 
原論 文 の コピ ー に よる 回 路 図 (1947 年 発表 の 
も の ) を 合わ せ て ご 紹介 する こと に し まし た . 

な お , 1949 年 発表 の 回 路 も 追っ て ご 紹介 す 
る 予定 で す . ( 編 ) 


Fijg.r. Circuit diagrarn of cormnplete armplifer. Voltages underlined are peak signal voltages at rs watts output. 


R+ 1MQ + watt 上 2096 Ri。, Rs0.1MQ ょ watt 土 10% Ce, C2 0.25。F 350V wkg. 
Rs 33.000 1 watt 土 20% Rs, Rso1.0004) ょ watt 上 20% C。 8F 600V wkg. 
R。 47.0000 1 watt 上 20% Re, Ria10047) 1watt 土 20% Co 200pF 350V wkg. 
R。 4700 ょ watt 二 10% R:y,Rsi1000 。 2 MY wirewound | CH」 30H at 20mA 
R。, R。 22.000 人 ) 1 watt 土 5% の 4 CH。 10H at 150mA 
(or matched) 9 Re R。 いり 3 ys 本 4 中 Power transformer 
R。 220000 1watt 上 20% SO ュー Secondary 425.0-425V 150 mA, 5V. 34, 
Ra。 R。 0.47MO watt 土 209 peech co CE Rm 6.3V 44, centre-tapped 
Ri。 3900 ょ watt 二 上 10 Rz。 47000 1 ae 0 ) V。, V。2xL63 or 65, 6SN7 or B66 
ュ ュ 。 Rs 47.000X》 2 watt 主 5 の C+, Cs Cg Cs ド 79 0 500V wkg. V。, YV4 do. do. 
(or matched) 0。.C4 0.05zF 350V wkg. Vg, V。 KT66 V。 Cossor 53 反 U. 5V+ 
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7 の 2 な Y9/274 


HI6H- 0UALIHY 


AMPLIFIER 


全 世 界 に た 反 才 を よん だ 


ツウ イリ アム ソン 
ン プ 


y の . 7. 77777272sgZ 


この 協 幅 器 は ウイ リア ム ソ ン に よっ て , 始め て 英 誌 Wireless 
World (ir937 年 4・5 月 号 ) に 発表 され , 全 世 界 の 貞 心 を 呼ん 
だ も の て , それ 以来 ウイ リア ム ソ ン 協 柱 器 と よ ば れ て いる . 
オー スト ラリ マヤ の 無線 誌 "Radiotronics” は 「 高 調 波 三 , 
混 変調 相 が 弧 無 で , 並外れ た 貴 線 往 を 持つ ば か り で な く , その 
リ に 龍 記 て ある . 今 ま で 肛 み られ た 最 長 の 増幅 器 で ある 」 と 
評 し て いる . 本 論文 は 原 女 に 掲載 され た 設計 図 〈 若 生 雇 っ て い 
る ) を 再 委 し , 特に 注意 すべ き 点 を 詳細 に 論じ た も の で ある . 


1 947 年 4・? 月 号 の Wireless World 
に 筆者 の 高 豆 実 庶 増 幅 器 の 記事 が 提 載 
され た か , その 後 寄せ られ た 続 天 か ら の 手紙 
に よっ て , 設計 の 特徴 的 な 詳 点 に つい て の 完 
全 な 説明 , さら に 工作 上 の 詳 注 意 な ど に 読者 
が 興味 を も る っ て いる こと が 分 っ た そこ と で, 
本 文 に お いて , 読 痢 の た め に で きる だ け 詳 し 
く こ の 増幅 器 に つい て 逃 べ る こと に する . 


回 路 


第 1 図 が 本 機 の 回 路 図 で も る . と の 回 路 は 
も と の も の と 著 二 異 っ て いる . 前 の 回 路 で は 
後 か ら 2 段 目 に , プッ シュ の 乾 圧 を バラ ンス 
する た め の 可 変 抵抗 を 使用 し た の だ が , この 
段 は カツ ー ド 抵抗 が 共通 で , バイ ベス し て な 
い の で 自己 バラ シス 作用 が 大 きく , その よ 5 
な 打 置 は 必要 な いか ら 用 いて いた ない. 

Rs Cy か ら 成 立っ て いる 回 路 は 増幅 序 の 


※ "Wireless World'” Augwust, 1949 


JR 
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_ 味 が ある だ ろう と 。 


安定 動作 範 胃 を さら に 高周波 
域 に まで 拡張 する た め の 移 相 
回 路 で ある . この 回 路 に つい 
て は , 増幅 の 安定 許 の 項 で 
後 近 す る . 

加 流 芝 に は 傍 熱 管 を 用 いて 
いる が , これ は 増幅 器 の スイ 
ッ チ を 入れ た と き の , 一 - 克 的 
な 電圧 上 昇 に よる 部 品 の 破損 
を 防ぐ た めで ある . 


振 格 対 周波 数 及び 位相 対 周波 数 特性 


第 2 図 の カー ブ は , この 捧 幅 器 の 1c/s と 
1 Mc/s の 間 に お ける 信 迄 利得 と , ルー プ 利 
得 ※, を 示し た も の で ある 。 

将 稲 再生 に 役立つ の は , 僅か に 10 c/s か ら 
20.000 c/S まで の 範囲 に 過ぎ な い が , その 有 
用 筐 囲 以外 の 特 吐 まで, こ ぃ に 示し た の は 。 
他 の 用 途 に 本 増幅 器 を 利用 せん と する 方 に 興 
思っ た か ら で あ る . さら に 
また , これ ら の 曲線 は 負 鱗 避 場 幅 器 に お いて 
安定 性 を 得る に は , 実用 範男 より は る か に 離 


※1 訳詩 負 錠 呈 夫 桶 器 に お いて , 入力 電圧 
が A 倍 に 廊 幅 され て 用 力 に 現われ , さら 6 に 負 
人 錠 呈 回 路 に よっ て , その 8 倍 が 入力 側 に 焦 届 
され る まで の 利得 ABB を ルー ジ 利 得 と いう 
本 回 路 で は V,」 の グリ ッ ド か ら R。 まで の 利 
得 に 相当 する . 


ラジ オォ 技術 


ラジ オ 技 術 
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アダ - ラ イン の ある 数 
字 は 交 出 力 の 除 の 
ピーク 信号 電圧 を 示す 


放 史 2 


R, 1MQA エキ 20% 1W Ris,. Rs 1KQ +20% 1W C 出 30H 20m A 
R。 33K (si ッ ヶ Riz7 。 Ra 1090 2 W 央 線 型 
R。 47KQD 。 : + ポポ ナッ ショ メー ニテ ター で 信 10H 150mA kT66 は 英国 オス 
R。 470 2 よ 10% 1W Rs 1500 =20% 3W T パワ ー ト ラン ス ラム 年 製 ピー ム 答 
Ri 。R。 22KQO 上 5% 1W Rs 425- 0 一 425V 150mA て, 電 流 は 若干 多 
(信号 が パラ ンス する よう に 調整 200X/ ポ イス コイ ルイ ン ビ ピー ダン スー の し 0 叶 ”。 。 い が 、6L6 よ 5 
し て も ょ よい) ( 表 を 参照 ) 4W っ 大 出力 で あぁ. 
7 4.7KQ 20% 4W (中 心 タッ プ 付 ) 4A Ep = 400V 
Ri。。 。 3900 ti0 多 WW C.C CC 8zF 500WV Vi」、V。2X6J5 双 は 6SN7 Esg = 300V 
Ru 。 Ra47KD 上 5% 2W CC 09 カー Wi 96 よ ぼ 自 仙 8SNT と < コー お \ の 
(バッ ンス する よう に 適当 な 値 を Cs 0.25zF 350WV ん アデ を みる や 
えら ん で ょ ふい) C 8zF 600WV Vs.VeKT66 32W の 出力 が えら 
Ri。, Rp100VKQ 上 10% 1W Cs 200PF 350WV V ゆ , 5V4 れる 。 
第 1 図 一 本 機 の 全 本. 路 図 ょ 部品 表 
れ た 部 分 の 特 計 を , 慣 晶 に 調 委 し な けれ ば た シー に 組む こと で , こう すれ ば , この 毅 軒 を 


ら な いこ と を 強調 する た めで ある . 
工作 上 の 一 直 的 な 注意 


この 和則 幅 賜 の レイ テウ ト は 二 三 の 上 に 注意 
すれ ば , な # ず か し いも の で は ない. 
異 っ た 場合 に 吟 じ て 征 々 の 組 方 が で きる . 最 


\ い ダグ ハ い ハア 


キャ ビ ネ ッ ト に 入れ る と き に らく で ある 。 
注意 すべ き 点 は , 区 の 通り で ある . 

(〈① ズブ ズ ウ ト プッ ト ・ ト ラン ス の ュ ア を ペ ワ ー 
・ ト ラン ス と , 主 歪 滑 チ ョ ー ク CCHz) の ュ ア 
と 直角 に な る よう に 本 慢 す る . 

2②) ブ プ ウ ト ・ プ ッ ト ・ ト ラン ス と スピ ー カ ー 


良 の 方 法人 は , 夫 源 部 と 遇 令 部 を 別々 の シャ ー に ゆく 線 は . 入力 側 の 本 線 か ら で き る だ け 遠 
ーFHH HH TTTEL- さ SHT TT 
S め | | 1 -H 由 Mー ト ト 四 出 ォ ュ ーー 出 TH 
1 | BE | 人 せい < | | 則 
 / 」 =SBHillll 詳 了 
に Hf_NNIHH 
| NN S 
1 隊 ! ーー TA 270 
BEP25iHP ど る 十 2 
4 LIL [ イイ TTT 1 ニー ニー ニーーー-+ NO 思 
0 F 提 由 間 二 ーH 昌 上 HH 剛 「『 
ヽ 四 1 要害 1 」 1 論 時 .- 巴 | 』 | に に: ゆ 0 者 1 
0 ピー HH HHL TTi 同上 TH HH 
で ⑦ の の 必 の 2 の 作 202 
周 小数 Co3) 
第 2 図 一 本 機 の ルー ジジ 利 得 と 位相 曲線 
MAR.1950 ー 47 一 
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OO レア / 避 S ど 4 S だ C277O/ 
し か し , も る し, 筆者 の 設計 通り に で き て い 
る も る の な ら ば , この Rass に ュ コン デン サー を 並 
列 に し た 回 路 は この 増幅 器 を 安定 に は し な い 
けれ ど ゃ 毎 の 設計 か ら 大 きく ダレ て いる 場 
合 , 例え ば 出力 変成 器 の 高音 部 特 吐 が , 設計 
の ぁ も の と ひど く 違 っ て いる 場合 の 発振 な ど に 
は 役 に せ つか も 知れ な い . この 点 は 筆者 に ゃ 
何と も る 申し あげ られ な い の で ある . 
また ., 別 の 安定 法 と し て , 出 力 答 の カツ ー 
ド ・ バ イア テス の RC を 別々 に 用 いる 方 法 が 提 
唱 さ れ て いる . し か し , この 方 法 は 多く の 欠 
が あり , 筆 天 は お すい めで き な い . か り に 
増幅 維 の 低 部 特 詩 が 損 わ れ ぬ よう に , バイ 
テス 回 落 の 時 定数 を 十分 大 きく し た と すれ ば 
バイ テス 回 路 の 位相 歪 が ちょ 5 ど 発 振 の 起き 
却 い 危険 大 城 に 入っ て 発振 を 起す . 送 に この 
現象 を 防ぐ た め に , 時 空 数 を 十分 小 に し た と 
すれ ば , 低 殖 の 能力 が 低下 する . ブッ シュ ブ 
ル 出 力 答 の カツ ー ド ・ バ イア ス を 独立 さす こ 
と は , 夫 幅 紀 の 自己 バラ ンス 任用 を 失わ せ , 
特性 の 知 う 球 を 使う も ふ の な ら B ラ イン に 信号 
電 訂 が 中 じ ,。 モー ター ボー ディ ング を 起こ し 
て しまう. 双方 の 球 の アプ レー ト 電 流 が , その 
製作 会 十 の 許容 誤 藩 内 に 入っ て いて $, その 
喰い 違い に よる アン バラ ンス 小 流 は , 出力 恋 
成品 の 手 能 を 非常 に 低下 させ て し まう . 
この よう な 回 路 は , 惨 用 が 大 床 同 じょう な 
も の な の で , 経済 的 見 地 か ら も な ん の 坂 績 る 
な い . ぉ も ちろ ん , この 方 法 が 5 まく ゆか な い 
で , 此 め な けれ ば な ら な く な っ た 場合 に は , 
共通 ベイ アス が これ を 表 っ て くれ る . 
すでに . この タイ プ ブ の 秦 幅 器 を 持っ て いる 
人 , また これ か ら 作 ろ う 5 と する 人 に お 頭 い し 
て お きた い の は , 以上 私 が 安定 性 に つい て 逃 
べた 事柄 に お じ け づい て は な ら な いと いう 5 うこ 
と で ある . これ は , 偶然 に 不安 定 な 状態 が 発 
生 し た と いう 万 一 の 場合 に 役立つ よう に 書い 
た の で あっ て , 読者 が この 一 女 に よっ て , 負 
鈴 瘍 幅 器 は , 全体 と し て 設計 され な けれ ば 
ーー 5 み 一 
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な ら な いも の で あっ て , 一 見 な ん で も な いよ 
うな 墓 細 な 冠 所 で も ぁ , その 性能 や 安定 度 に 臣 
大 な 影 組 を 及ば だす も る の だ と いう) こと を 知っ て 
項 け れ ば , それ だ け で 私 の 意図 は 達せ られ る 
の で ある . この よう な 変更 は , 自分 の 披 術 に 
確信 の ある 人 , そし て その 粘 忌 を 確 め る 測定 
器 を も っ て いる 人 だ けが 試み る べき で ある 。 


随 Hm 


8 志 の 36Q 二 次 欠 線 を 圭 つ 出 力 災 成 器 の 
設計 を こ ゝ に 述 べ る . 

養 線 の 方 法 まず 鉄 記 は 28 A Super Sil- 
con 鋼 阪 CM&EA) * を 使用 志 る - スタック 
(か さ ね の 厚 さ ) は 17/』/ で ある ・ 

窟 線 は 2 分割 で , 全く 同 粒 の 2 つの ボビン 
を 使用 する . ボビン は Paxolin 製 , 長 さ ! 
両方 と も る 1/g で , 内 側 寸 添 は エア ※1747 
で ある . この ボビン の 上 に , 一 次 と 二 次 の 袋 
線 を サン ドイ ッ チ 稚 き に する . 

一 次 作 線 は 、 5 モエ クション に 分 ける . 各 セ 
クタ クション は 5 居 で , 1 主 ご と に SWG30 符 の 
ェ エナ メル 線 を 8S8 回 , 全部 で 440 回 徐 く - 

各 大 間 は 2 ミル ( 訳 庄 , 1 ミル は ooo 
の ベー ペー で 縮 織 する . 

以上 - の 5 セク ショ ン の 問 に , 4 モク ショ ン 
に 分 けた 二 次 人 夕鶴 を は さん で サン ドイ ッ チ に 
する . 一次 鈴 線 の 1 モク ショ ン は 2 詩 で , 1 
暦 あ た り SWG22 番 株 を 42 較 , 計 84 回 欠 く ・ 
これ $ ぁ 2 ミル の 肩 聞 旭 縛 和紙 を 用 いる 。 

答 セ モク ショ ン の 間 は , 5 ミル の エン バイ ヤ 
クロ ー ス を 3 磨 重 ね た も の で 統 線 する . 一 次 
祭 線 は , 全部 ボビン の 片 佑 に 引出 す が , 一 次 
捧 線 は , 倫 線 時 に 直列 に 拓 続 し , 1 ボビン か 
ら は 2 本 の 引出 線 し か 出さ な い . 

こう し て で きた 2 つの ボビン は , その 間 に 
統 線 用 チー ク と セン ダー・ ス ペー サー を は さ 
み , 片方 の ボビン を 有人 向き に し て 鉄 蘭 を 入れ 
る . (て なお, Raa と ま は “Wireless World" 


に 問合せ 中 で す ) (駅 …… 北野 進 ) 
ラジ ォ 技 箱 
ラジ オォ 技術 


